46　BYOD（携帯電話業務利用）に関する規定
第○条（個人の携帯端末の利用）

１．個人の携帯電話やパソコン、スマートフォン、タブレット等（以下「個人の携帯端末」という。）について、次のとおり定める。

(1)　個人の携帯端末を業務に利用する場合は、会社の許可を得たもの以外は使用をしてはならない。

(2)　個人の携帯端末を使用するものは、会社の定める規定や別途締結する誓約書により、情報漏えいやセキュリティについての方針を理解し、紛失や盗難などの場合においての情報漏えいについて厳重に管理しなければならない。

(3)　業務使用のデータや個人の情報を区別し、情報の管理は徹底して行うこと。

(4)　社外で個人の携帯端末を使用し、社内のLAN 等に接続することが考えられる場合は、ウイルス対策を万全に確認して感染を防止すること。

(5)　業務時間内では、ソーシャルネットワークサービスにアクセスは行わないこと。

(6)　個人の携帯端末を、家族を含む第三者に貸与したり、使用させたりしないこと。

(7)　紛失や盗難が発生した場合は、すぐに関係機関に連絡を取り、情報漏えいの防止を取った上で、すぐに会社に連絡を行うこと。

(8)　故意又は過失により情報漏えいした場合には、就業規則による懲戒処分を受ける場合がある。
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